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若い研究者の声  

東京農工大学 亀山・桜井研究室研究室 
 

◆◆はじめに◆ 

水素の研究に携わる学生など若い人たちに、水素につ

いての考えを述べていただく頁を新設いたしました。研

究室指名のリレー形式です。 

初回は、農工大学の亀山・桜井研究室の研究生です。 

◆◆◆◆◆◆◆ 

 

博士前期課程2年 Hasan Mohammad Ariful 

 

本研究室の国際的な雰囲気および研究内容にひかれて、

この亀山桜井研究室に入りたい希望をもちました。私は

バングラデシュ出身で、母国は地球温暖化を始め、様々

な環境問題の被害を受けています。この様な環境問題の

主な原因は化石燃料の過剰使用にあると考えられていて、

再生可能なクリーンエネルギーシステムの開発に関連す

る研究に取り込みたいと思いました。 

現在、バイオマスから用意に得られるエタノールを用

いて安くて効率良く水素を製造するための触媒開発の研

究を行っています。 

研究室の先生方は自発的に研究に取り込む学生をいつ

も応援して下さり、アイデアを実現させてくれます。研

究の方針に関するアドバイスもたくさんくれます。実験

に必要になる新しい装置や部品などもできる範囲で用意

してくれます。非常に研究しやすい環境が整えられてい

ると思います。また、研究室内で様々な交流会や国際食

事会などが開かれており、みんなで楽しい日常生活もお

くっています。 

 

Fig.実験風景 

博士前期課程2年 市川 幾雄 

 

 近年、化石燃料の大量消費による大気汚染や地球温暖

化現象、そして化石燃料資源の枯渇という深刻な問題に

直面しています。このような状況を背景にして水素エネ

ルギーシステムが現実味を帯びて検討されています。 こ

の水素エネルギーには燃料として魅力的な特性があると

思います。燃焼により水だけが生成されて、地球温暖化

ガスである二酸化炭素は出しません。水素を燃料とする

燃料電池は排気ガスがクリーンで、しかも高い効率が期

待できるため、自動車や家庭などでの利用に期待が寄せ

られています。 

しかし、水素は他の資源またはエネルギーを用いて作

り出さなくてはなりません。理想的な水素エネルギーシ

ステムでは、自然エネルギーから水素を製造することが

必要です。たとえば砂漠地帯で太陽光発電や水力資源の

利用などが考えられますが、消費地からは大変離れてお

り水素の輸送が困難です。そのため当面はメタノールや

天然ガスなどの化石燃料を原料とした水素を製造し、自

動車や家庭などでの利用を先行させることが考えられま

す。 

そのため、我々の研究室では化石燃料からの水素製造

をテーマとして取り組んでおります。メタノール、エタ

ノール、灯油、都市ガスなど様々な燃料からの水素製造

法を試行錯誤を重ねて日々研究しています。このような

研究は前にも述べたように、将来、もし大々的に実用化

されれば地球環境問題の解決に結びつく研究ですのでと

てもやりがいのあるテーマだと思っています。 

 また、本研究室では様々な企業との共同研究を行って

いたり、研究室で開発された技術を元に会社が作られ、

実用化されています。このため社会からの要求や技術情

報が得られやすく、社会との繋がりが強い研究室だと思

います。そして指導してくださる先生方もちょっとお仕

事に忙しいのが難点ですが、素晴らしい方ばかりで気さ

くに相談に乗って下さり、的確なアドバイスをして下さ

ります。学生も先輩は優秀な方ばかりで後輩は頑張り屋

さんが多いです。以上のように、この研究室はとても良

い研究環境だと思います。 
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―研究室紹介― 

 

我が亀山・桜井研究室は亀山秀雄教授、桜井誠

講師を軸に教授、講師、助手３名、ポスドク 1

名、博士後期課程 4 名、博士前期課程１５名、

学部学生７名、研究生１名の総勢３1 人の規模の

大きい研究室です。また、中国、バングラデシュ、

ベトナム、インドネシアから留学生が 12 人も在

籍しており、大変国際色が豊かな研究室でもあり

ます。 

また、学生室が 4 つ、実験室が 7 つあり、平

均学生一人当たりパソコン一台とガスクロマト

グラフ一台という、良い研究のための環境が備え

られている研究室です。 

亀山・桜井研では循環型社会構築のための要素

技術開発と称して、エネルギー関連技術と環境関

連技術の開発を中心に研究活動を行っています。

そのなかで、水素エネルギー関連する研究分野は

以下のようなものがあります。 

・水素およびシミュレーショングループ 

水素エネルギーシステムの実現に不可欠な水

素を得るための、水を原料に太陽や原子力のエネ

ルギーを効率よく用いて化学サイクルにより水

素を製造する技術（熱化学水素製造法）の開発を

行っています。またシミュレーションにより、ス

タティック・ダイナミック・制御の統合化したプ

ロセス設計・制御システムの開発を行っています。 

・ アルマイト触媒技術 

我々の研究室で開発された技術としてアルマ

イト触媒というものがあります。これはアルミニ

ウムを陽極として通電処理（陽極酸化処理）をす

ることによりアルミ表面に多孔質なアルミナ層

を析出させ、これを触媒担体として用いるという

ものです。この触媒は熱効率、成形性優れ、どの

ような形のものでも触媒体化できるため注目さ

れています。この技術を利用して以下のような研

究がなされています。 

・燃料電池改質器関連 

燃料電池の燃料となる水素製造のため、メタン

（都市ガス）、メタノール、エタノールの水蒸気

改質反応の触媒開発・反応器開発に関する研究を

行っています。また、改質ガス中のＣＯシフト反

応、ＣＯ選択酸化反応についても研究が行われ、

燃料改質、水素製造反応システム全体を網羅する

研究を行っています。 

・特殊反応器 

通常とは少し違う状態の反応や反応器も用い

ての水素製造に関する研究を行っているグルー

プです。原料をパルス式に導入したり、生成物を

吸収剤で吸収させることにより非定常状態にし

たり(非定常操作)、電気伝導性アルマイト触媒に

通電したり(通電活性化)、幅数百マイクロの流路

内(マイクロリアクター)で反応をおこなうなど

して反応性を高めることを目指しています。 

以上の様な水素製造法以外にも環境浄化分野

での研究が行われています。具体的には、アルマ

イト触媒を放電電極として用いて有害物質の分

解を行い、電気エネルギーと触媒機能を利用して

環境を浄化する新しい触媒反応抑制技術の開発

を行っています。また、工場や施設から排出され

る有害ガス(ＶＯＣ、有機塩素系物質、悪臭物質

など)や自動車排ガスを、アルマイト触媒を用い

て分解・燃焼処理して浄化するシステムの開発を

行っています。 

以上のような研究を行い、亀山・桜井研ではク

リーンで効率のよいエネルギーシステムや環境

問題解決を目指して日夜研究を重ねています。研

究で学生たちは主に反応工学、触媒工学、熱力学、

プロセス制御の技術を身に付けながらエネルギ

ーや環境問題の解決に臨んでいます。亀山・桜井

研では、実験が好きな学生はもちろん、パソコン

が好きな学生もシミュレーションの研究をして

充実した研究生活を送っています。 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

次号は、 

「横浜国立大学 谷生研究室」研究者の声です。 


